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ベトナムの最北部、中国との国境に近いと

ころにサパという小さな町がある。モン族を

中心とする少数民族が暮らす地域だが、棚田

に代表される美しい自然や伝統文化を目当て

に欧米人が多く来る観光地になっている。最

近では、日本からの団体ツアーや中国からの

観光客も増えている。

なぜ人々は棚田に大きな魅力を感じるのだ

ろうか。恐らくは、パノラマとして広がる景

観の美しさだけでなく、棚田を維持してきた

人々が何に苦労し、喜び、生き甲斐を感じて

きたか、見る人に言語を超えた強い感動を与

えるからではないかと思う。稲作農業に疎遠

な欧米人が、サパの棚田に魅せられるのも、

モン族の棚田と一体となった文化的態度に高

い普遍性を見るからではないだろうか。

サパにいて思ったのは、日本農業には文化力

を積極的に主張していく視点や態度が不足して

いるのではという点である。日本の農業を維持

する論理として、自給率の引上げ、食料安全保

障や農業の多面的機能といった主張のまえに、

文化としての農業・農村のあり方についての広

い議論がより重要だと思う。日本人が何を食料

として選択するかを含めて、農業に関すること

は広く文化の根幹に関ってくるからである。

文化というと、象徴的な部分に捉えがちで

あるが、意識するしないによらず、われわれ

の行動規範や選好は深いところで文化にどっ

ぷりと規定されている。そのことはグローバ

ルな時代でひとびとが容易に外国に出かけ、

異文化と接触する機会が増えれば増えるほど

自覚されるようになってきている。

私は日本農業の文化力を考える際、さしあ

たりふたつのことが重要でないかと考える。

ひとつは「閉じた文化」としての日本農業で

はなく、開放性の高い視野、特に日本と過去

から現在に至る長期の交流を持つアジアとの

協調関係を模索しながら、日本農業の文化的

インテグリティをどう保持していくかという

点である。あらゆる文化が雑種であるように、

日本農業もアジアを中心とした海外農業と折

り合いをつけることで、より強い文化的個性

を発揮することが可能になるはずである。

もうひとつは、日本農業を文化として問い

返す試みにおいて、どのように日本人自身に

農業に自文化を再発見し、理解してもらうか

という点である。その際、現代の多くの日本

人にとり農業はサパにやってきた外国人のよ

うに「異文化理解」の領域に入って来ている

という認識が重要なのではないかと思う。

日本人だから自国農業に対する理解が自動

的に得られる訳でなく、農業自体が文化的価

値を高め、発信していくことが不可欠である。

文化的理解は時間がかかるが、ひとたび自覚

されれば長期の支持が得られるはずだ。また、

それは日本の農業・農村内部に、より重い態

度決定を迫ることにもつながる。

グローバルに移動する市民であるとともに、

ローカルな農業・農民にも共感できる社会、

いわば各人が複数のアイデンティティーを持

ちえる社会が「健全性」が高いと私は信じて

いる。アジアや日本国内において、農業にお

ける「異文化理解」に橋をかける仕事ができ

たらと、私は思っている。 （室屋有宏）

「異文化理解」としての農業


